
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ラグ

コート

レクイエム

ステーシー

13

陥穽

8

煉獄

10
普通の日常

不屈？

笑顔

裏切者

同好の士

郵便受けから取り出した一通の手紙。その内容をあなたは思い出す。 「ラグ、お金あげるから、それで何か買って食べてて。　　　---ラヴ---」 ラヴ。それは、あなたの、家族。周りによく乱暴していた。貧乏なわけでは無い、でもラヴはよくケチる。ただそれだけ。 乱暴されても、いつものことだとラグは思っていた。異常だと言われても分からない、だってそれが自分にとっての普通の日常だから。

あなたは、嫌いな母と嫌いな父がまぐわっている後の景色を見てしまった時がある。その時に2人が手を重ねて見ていたのは、このオルゴール。 次に思い出したのは、母からの暴力。父からの無関心を当てられた感覚。 そして、そんな痛みを耐え抜いた先に…"誰か"に縋っていた時間があった。泣いても泣いても、その"誰か"はただ背中を優しく撫でるだけ。でもそれが心地良かった。 だから、"誰か"のお陰で自分は死なずにいた。その苦痛から耐え抜いた。全ては"誰か"のお陰。だから、………恋をした。

心からの笑顔。本当に幸せな笑顔。それがあなたの脳裏にいつも浮かぶ。誰の笑顔なのだろう、大切な人だろうか、家族だろうか、鏡に映った自分の笑顔だったらいいな、誰ともわからない笑顔にあなたは思いを巡らせる。

それを許されたわけでもないのに、造物主を裏切った者がいた。しもべにあるまじき愚行。 その造反には怒りさえ覚えた。それなのに……憤ると同時に、少しだけ羨ましいと思った。 ……この怒りの理由は本当に、彼が主を裏切ったからなのだろうか？　もしかすると、したくてもできないことを成し遂げた彼への――

あなたと彼が親しくなったのは、趣味が合ったからだった。 　あなたと彼はとても仲がよかった。それが、どうしてこんなことになってしまったのだろう。 　……理由はわかっている。狂っていく彼を止められなかったからだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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攻撃マニューバ１つを「ラピッド」で使用してよい

ターン終了まで攻撃判定の出目+1

攻撃・切断判定+1。ターンとバトルパート終了時に任意のパーツを1つ損傷。

支援1か妨害1

対象の次の「アクション」コスト-1(最低0)　

肉弾攻撃１

1

2

1

1 行動判定で壊れない

支援2(射撃・砲撃のみ)

支援2

移動1、自分には使えない

砲撃2+爆発+全体、出目-1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

ターンとバトル―パート終了時、損傷していたら修復してよい。

砲撃2+爆発、出目-1

妨害１

移動1、妨害無効

移動１
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